
令和３年度 福島県立須賀川桐陽高等学校「学校経営・運営ビジョン」

校 訓 「 英 知 」
本校は創立５９周年を迎え、１万５千名を超える卒業生を世に輩出しています。
校訓「英知」のもと、普通科・数理科学科の生徒が、日々真摯に、学業や部活動に

取り組んでいます。 －教育目標－
「進学指導重点校」並びに「ＳＴＥＡＭ教育推進校」としてのミッションに基づき、 校章 「桐」

学際的、創造的、社会的な学びを育みます。また、生徒の心に寄り添う指導を心がけ、 １ 個々の能力を開発し、個性を伸長し
豊かな感性の育成を図り、「知徳体」のバランスのとれた成長を目指します。 知性豊かな人間を育成する。
保護者・地域・同窓会の皆様のご協力のもと、生徒一人一人の進路実現に向けて、 ２ 自ら学び自ら考え、問題を解決できる

教職員一丸となって取り組み、地域から信頼される学校づくりを推進いたしますので、 人間を育成する。
今後とも温かいご支援をよろしくお願いいたします。 ３ 国際的な視野に立って、自己実現を

校長 橋本 忠広 図る人間を育成する。

「確かな学力」・「豊かなこころ」・「健やかな体」をバランスよく育てる教育の推進

教科指導 教科外指導 学校経営

基礎学力の向上とキャリア教育の工夫 心に響く生徒指導の実践 魅力ある学校づくりの推進

１ 完全授業の実施および新大学入試制度に対応 １ 基本的な生活習慣の確立 １ 信頼される学校づくりに欠かせない保護者、
・自習をなくし、実質授業時間を確保します。 ・遅刻防止、服装頭髪等の指導を徹底し、基本 地域、中学校との連携推進

■ 数値目標＝年間２０時間未満 生活習慣を確立させます。 ・ＰＴＡ総会、実行委員会、公開授業、学年会等への

・「大学入学共通テスト」に対応した指導を行います。 ■ 数値目標＝遅刻者１日５名未満 保護者の参加を増やします。

２ 授業力の向上 ・校舎内での携帯電話の使用禁止を徹底します。 ■ 数値目標＝総会・学年会参加率 ６０％以上

・学力向上のために授業第一と捉え、教材研究にしっ ・教員生徒ともに挨拶を励行します。 公開授業参加者延べ２００名以上

かり取り組みます。 ・各学年とも一貫した生徒指導を推進します。 ・新入生が学習や人間関係等でつまずいた時、すぐに

・授業研究を実施して、授業を改善します。 ２ 豊かな心の育成 対応できるよう中学校との早期の連携を図ります。
■ 数値目標＝毎年１回、全員が公開授業を行う。 ・自他の命を大切にする心を育てます。 ・広報やＨＰ等を通して、地域に本校の魅力を伝え、

・生徒への授業ｱﾝｹｰﾄを実施して、わかる授業、 ・教育相談やカウンセリングを実施し、生徒の 本校に対する理解と協力を求めます。

思考力を育む授業を実践します。 心のケアに努めます。 ２ 創立60周年に向けた準備
■ 数値目標＝年に２回（１学期末、２学期末） ・校舎美化の心と公徳心を育みます。 ・創立60周年に向けて、委員会などの準備を行います。

３ 学習意欲の向上と学習習慣の確立 ３ 主体的活動の育成 ３ 探究活動の推進とＳＴＥＡＭ教育の研究
・朝自習への全員参加を徹底します。 ・部活動や委員会活動等、生徒の自主的活動を ・新学習指導要領を見据え、数理科学科で培った課
・ノートの取り方をしっかり指導するとともに予習 活性化させます。 題研究の方法を、普通科でも推進するとともに、
復習を励行させ、家庭学習を習慣化させます。 ・ボランティア活動等の社会活動に積極的な参加 ＳＴＥＡＭ教育を研究します。
■ 数値目標＝家庭学習時間 平日学年＋１時間以上 を促します。 ４ 国際理解教育の推進

考査前平日４時間以上 ・SDGsや環境問題に関心を持たせ、エコ活動や ・オーストラリア姉妹校との交流を基にして、国際
４ キャリア教育の工夫 探究活動を推進します。 理解教育を推進します。
・医療現場等における体験活動や地域で活躍される ４ 学習環境の整備 ５ 高大連携の推進
外部の方々の講演講話を通して、望ましい勤労観・ ・教室内の整理整頓・校舎内外の清掃を徹底し、 ・福島大学との連携を拡充し、機会をみつけ相互に
職業観を育てます。 学習に集中できる環境を整えます。 有効な交流ができるように推進します。

５ 進路希望の実現 ・図書室、視聴覚室の設備を充実させ、活用し ６ 外部機関と連携した生徒研修の充実
・二者面談や三者面談の機会を捉え、きめ細かな進路 やすい環境を整えます。 ・「科学の甲子園」など外部機関の研修に参加します。

相談を心掛けます。

STEAMとは、Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（ものづくり）、Arts（人文科学や芸術を含めたリベラルアーツ）、Mathematics（数学）
の頭文字を組み合わせた言葉で、これら5つの領域を重視する教育方針です。


